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Ⅰ 研究主題 
  「書くこと」による表現力の育成を図る英語科学習指導の在り方 

～語の定着を図る指導と場面に応じた適切な英文を書く指導の工夫を通して～ 
 

Ⅱ 主題設定の理由 
  新学習指導要領が実施され，３年目を迎えた。中学校外国語では，「外国語を通じ

て，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態

度の育成を図り，聞くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎を

養う。」ことが目標とされている。英語の目標は，今回 3 学年まとめて示されるよう

になり，書くことに関しては，「英語で書くことに慣れ親しみ，初歩的な英語を用い

て自分の考えなどを書くことができるようにする。」ことが 3 学年を通しての目標と

されている。 
  県教育研修センターが平成１４年度に第２学年を対象に実施した，中学校基礎学力

調査（実施校：県内全公立中学校１４８校，受検者数：１２８２９名）の結果から，

次のことが明らかになった。「聞くこと」，「話すこと」に関する問題に比べ，「書くこ

と」，「読むこと」に関する問題の正答率が低い。また，語彙をはじめ，言語に関する

知識・理解を問う問題の正答率が低い。中でも，基本的な語を書く問題では，つづり

を間違う誤答がみられるとともに，無解答も目立った。さらに，自然な対話となるよ

うに適切な英文を書く問題では，語順が正しく理解されていない誤答が多くみられた。  
これらのことは，新学習指導要領の趣旨を生かす観点から，各学校において，以前

よりも音声による指導が重視される中で，語を正確に書いたり，場面に応じた表現を

英語で書いたりする指導や活動がおろそかになっているからではないかと考えられ

る。したがって，「聞くこと」，「話すこと」に関する音声面の指導を大切に行う一方，

語を正確に書くことができ，それを基に，場面に応じた適切な表現を英語で行うこと

ができる力がおろそかにならないように指導することは大切なことである。それによ

って，実践的コミュニケーション能力の基礎を養うことにつながるものである。語の

指導に関しては，運用度の高い語を厳選し，習熟を図るようにすることを基本的な指

導の方向とし，フラッシュ・カードの活用法や語の定着を図る家庭学習の工夫など，

語の定着を図る指導を工夫することで，語を正確に書く力を育成することができるの

ではないかと考えた。また，文法事項など基本的な言語材料についての指導の工夫や，

言語の使用場面の設定など，場面に応じた適切な英文を書く指導を工夫することで，場

面に応じた適切な表現を英語で行うことができるのではないかと考えた。 
そこで，語の定着を図る指導について工夫するとともに，場面に応じた適切な英文

を書く指導の工夫を行えば，語を正確に書いたり，場面に応じた表現を英語で表した

りすることができ，「書くこと」による表現力の育成を図ることができるのではない

かと考え，本主題を設定した。  
 
Ⅲ 研究の仮説 
  語の定着を図る指導について工夫するとともに，場面に応じた適切な英文を書く指

導の工夫を行えば，語を正確に書いたり，場面に応じた表現を英語で表したりするこ

とができ，「書くこと」による表現力の育成を図ることができるであろう。 
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Ⅳ 研究の全体構想図 

 
 

 
 

                       
 
 

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外国語の目標 

中学校学習指導要領 

英語の目標 

基礎学力調査からみる生徒の実態 

研究主題 
「書くこと」による表現力の育成を図る英語科学習指導の在り方 
 ～語の定着を図る指導と場面に応じた適切な英文を書く指導の工夫を通して～ 

研究の内容（１） 
語の定着を図る指導の工夫 
 
 

ア 語の指導における工夫 
① フラッシュカードの作成と活

用 
② 句や文を用いての提示 
③ 運用度の高い語の活用 

イ 語の定着を図る家庭学習の工夫 

研究の内容（２） 
場面に応じた適切な英文を書く指

導の工夫 
 

ア 文法事項など基本的な言語材料

についての指導の工夫 
 
イ 言語の使用場面の設定 

研究協力学校による実践 

研究の評価 
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Ⅴ 研究の実際 
１ 研究の内容 
（１） 学習実態調査の分析 
    研究協力学校に依頼し，学習実態調査を行った。 

    ア 実施時期 
      平成１６年７月 
    イ 対象生徒 
      第２学年（３０名） 
    ウ 調査内容 

 
１ 英語の学習が好きですか。 

 ア とても好き  イ 好き  ウ あまり好きではない  エ 好きではない 
２ 英語の授業ではどんな学習が好きですか。いくつ選んでも結構です。 

 ア 英語を聞くこと  イ 英語を話すこと  ウ 英語を読むこと 
 エ 英語を書くこと  オ 特になし   

３ 英語の学習で苦手な学習は何ですか。いくつ選んでも結構です。 

 ア 英語を聞くこと  イ 英語を話すこと  ウ 英語を読むこと 
 エ 英語を書くこと  オ 特になし   
４ 英語の授業があるとき，前もって家で予習をしていますか。 

 ア 必ずする  イ たいていする  ウ あまりしない  エ しない 

５ 英語の予習をする場合，どんな内容を予習していますか。あてはまることをすべて

答えてください。（４で「エ しない」と答えた人は答える必要はありません。） 

６ 英語の授業があった日，家で復習をしていますか。 

 ア 必ずする  イ たいていする  ウ あまりしない  エ しない 

７ 英語の復習をする場合，どんな内容を復習していますか。あてはまることをすべて

答えてください。（６で「エ しない」と答えた人は答える必要はありません。） 

８ 英語の授業で，どういう活動がもっとあったら分かりやすいと思いますか。希望す

ることを自由に答えて結構です。特にない場合は，答える必要はありません。 

 
 
    エ 調査結果 

      

１　英語の学習が好きですか。
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２　英語の授業ではどんな学習が好きですか。
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３　英語の学習で苦手な学習は何ですか。
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４　英語の授業があるとき，前もって家で予習をしていますか。
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５　英語の予習をする場合，どんな内容を予習していますか。
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６　英語の授業があった日，家で復習をしていますか。
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７　英語の復習をする場合，どんな内容を復習していますか。
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８　英語の授業で，どういう活動がもっとあったら分かりやすいと思いますか。
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    オ 調査結果の考察 

「１ 英語の学習が好きですか。」の項目では，１９名の生徒が「とても

好き」または「好き」と回答しているものの，１０名の生徒が「あまり好き

ではない」または「好きではない」と回答している。これからの指導を通し

て，生徒の学習意欲を喚起し，学習内容を確実に理解させていくことで，英

語の学習が好きな生徒を育てていくことが大切である。 
      「２ 英語の授業ではどんな学習が好きですか。」の項目では，「話すこと」

と回答した生徒が１４名と多い。また，「読むこと」と回答した生徒も，１１

名と多かった。一方，「書くこと」と回答したのは１名のみであり，意欲的

に書くことの言語活動を行わせる必要性がある。 
      「３ 英語の学習で苦手な学習は何ですか。」の項目では，「書くこと」と

回答した生徒が，２０名と多い。このことは，「２ 英語の授業ではどんな

学習が好きですか。」の項目で，「書くこと」の回答が極端に少なかったこと

と関連が深いと受けとめられる。今後，「書くこと」に関する指導の充実を

図ることにより，書く力を身に付けさせ，苦手意識の克服や書くことの学習

に対する学習意欲を高めていくことが求められる。 
      「４ 英語の授業があるとき，前もって家で予習をしていますか。」の項

目では，「あまりしない」または「しない」と回答した生徒が，１７名と多

く，調査学級生徒数の半分を超えている。授業の学習内容を理解し活発な学

習活動を行っていくために，新出の語のみでも事前に予習する習慣を付けさ

せていくことが必要である。 
      「５ 英語の予習をする場合，どんな内容を予習していますか。」の項目

では，「予習をしない」と回答した生徒を除き，「単語」や「本文などの英文」

と回答した生徒が，それぞれ２２名，１１名であった。予習の学習内容とし
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て取り組みやすい学習活動であるからと思われる。 
      「６ 英語の授業があった日，家で復習をしていますか。」の項目では，

「あまりしない」または「しない」と回答した生徒が，１６名と多い。これ

は予習の状況と似たような傾向にあり，学習内容を確実に身に付けさせてい

くために，予習や復習が習慣化するよう指導していく必要がある。 
      「７ 英語の復習をする場合，どんな内容を復習していますか。」の項目

では，予習の内容と同じように，「単語」や「本文などの英文」と回答した

生徒が，それぞれ１５名，１０名であった。予習のときと同様，学習内容と

して取り組みやすい学習活動であるからと言える。 
      「８ 英語の授業で，どういう活動がもっとあったら分かりやすいと思い

ますか。」の項目では，回答した生徒は少なかったものの，「会話」，「ゲーム

的な活動」，「グループでの活動」など，相手を伴った学習活動という点で共

通していることが分かる。 
 
（２） 語の定着を図る指導の工夫 
    指導する語については，学習指導要領に示される語，連語及び慣用表現のう

ち，使用教科書（「Sunshine English Course」）で用いられているものとする。 
    指導上の配慮事項として，学習指導要領には次のように示されている。 

語，連語及び慣用表現の指導に当たっては，運用度の高いものを厳選し，

習熟を図るようにすること。 
（学習指導要領 ３指導計画の作成と内容の取扱い (1)指導計画の作成

上の配慮事項 カ）      
    ここでは，語などの選択についての考え方が示されているが，「運用度の高 

いもの」とは，言語の使用場面や言語の働きとしてよく使われる身近な語や連 
語及び慣用表現とされている。これらの習熟を図っていくことが，実践的コミ 
ュニケーション能力の基礎を養うという観点から重要なものであるので，本研 
究でもこのことに留意して語の指導を進めていく。 

    ア 語の指導における工夫 
     ① フラッシュ・カードの作成と活用法  

 新出語のフラッシュ・カードを作成するに当たっては，とりわけ，動詞 
の作成について，コミュニケーション活動に深く関連のある言語の働きに 
気付かせるために，視覚的に効果のある赤などの色を使う。 

       フラッシュ・カードの活用に当たっては，特に次の点について留意して 
行う。 
○ 提示する語を生徒全員が正確に発音できるようにするために，教師や

ＣＤ等の後に続けて明瞭な声で繰り返し練習させる。この指導がおろそ

かになると，今後正しい語の発音ができないまま，学習を続けていくこ

とになるおそれがある。 
○ 発音させるパターンを一斉だけに固定せず，縦横の列を使うなど多様 

なパターンを工夫することで指導がマンネリ化しないようにする。さら

に，緊張感と集中力を保つために，徐々にスピィーディーな練習に取り

組ませる。 
② 句や文を用いての提示 

フラッシュ・カードによる新出語の提示及び練習の終了後，実際の語の 
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用い方について，語から句，句から文の提示へと進行する。その際，運用

度の高い既習の基本的な語を用いることを原則とする。 
提示する際には，フラッシュ・カードのようなカード等を作成して確認 

させることとし，指導に当たっては，生徒全員が実際に声を出して練習し

たり，まとまった意味を考えたりするように工夫する。 
③ 運用度の高い語の活用 

       運用度の高い語（学習指導要領に示されている語及び教科書で重要な取 
扱いが示されている語）については，授業や課題で繰り返し提示すること 
で，その使い方に慣れさせていく。とりわけ，授業中の言語活動では，機 
会をとらえて何度も使用させながら，単純な練習だけに終わらず，実際の 
使用場面を意識した学習活動を通して，定着を図る。 

    イ 語の定着を図る家庭学習の工夫 
     学習した語を確実に書くことができるようにするためには，日々の家庭学 

習を工夫することが大切である。新出の語や運用度の高い既習の語を中心に， 
継続的に書いて身に付けていく学び方を体得させることが必要である。 

そこで，定期的にノート等を点検したり，事前に家庭学習で学習させた語 
について確認のテストを実施したりするなど，計画的に評価を行い，個に応

じた家庭学習の方法を指導することで家庭学習の取組を改善させていくこ

とが大切であると考える。      
 
（３） 場面に応じた適切な英文を書く指導の工夫 

コミュニケーションを図る活動と言語材料の指導のとらえ方については，学 
習指導要領に次のように示されている。 

実際に言語を使用して互いの気持ちや考えを伝え合うなどのコミュニ 
ケーションを図る活動を行うとともに，(3)に示す言語材料について理解

したり練習したりする活動を行うようにすること。 
（学習指導要領 ２内容 (2)言語活動の取扱い ア 3 学年を通した全

体的な配慮事項 (ア)） 
ここでは，３学年間を通した言語活動の取扱いについての全体的な配慮事 

項のうち，実際に言語を使用してコミュニケーションを図る活動と言語材料に

ついての理解や練習を行う活動とのバランスに配慮しつつ指導することの必

要性が述べられている。 
    実際にコミュニケーションを図る活動を行うに当たっては，語や文法事項 

など基本的な言語材料についての理解や練習が不可欠である。コミュニケー 
ションを図る活動のみが重視され，語や文法事項など言語材料についての指 
導がおろそかになっては，実践的なコミュニケーション能力の基礎を養うこ 
とが困難である。また，逆に，言語材料についての指導のみが重視され，コ 
ミュニケーションを図る活動がおろそかになっても同じことが言える。 

このことから，場面に応じた適切な英文を書くためには，実際にコミュニケ 
ーションを図る活動と言語材料についての理解や練習のバランスに配慮する

ことに加え，文法事項など基本的な言語材料についての指導の工夫が求められ

る。さらに，場面に応じた英文となるように，言語の使用場面を設定してコミ

ュニケーションを図る活動を行うことが大切である。 
ア 文法事項など基本的な言語材料についての指導の工夫 
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（１）の「語の定着を図る指導の工夫」で示した語に関する言語材料と

ともに，文法事項など基本的な言語材料についての理解や練習が，実際に

英文を書く力につながる。 
 指導においては，導入の段階でいかに分かりやすく指導するかが重要なこ 
とになるので，特に次の点に留意することが大切である。 
 使用する言語材料は努めて既習であり基本的なものとする。また，理解を 
助け，学習内容への興味をもたせるために，用いる教具・教材を工夫する。 
さらに，生徒にとって身近な話題や場面と関連付けて指導を行う。 

イ 言語の使用場面の設定 
 場面に応じた適切な英文を書くためには，語や文法事項など基本的な言語材 
料の理解や練習に加え，言語の使用場面を設定してコミュニケーションを図る  
活動を行うことが大切である。 

そこで，あいさつなど特有の表現が使われる場所や，学校での学習や活動

など生徒の身近な暮らしにかかわる場面を設定し，その中で大切な表現を用

いながら自然な対話に取り組ませる。 
 
２ 研究協力学校での検証授業 
  研究協力学校に依頼し，２回の検証授業を行った。 
（１） 検証授業１（平成１６年７月） 

    ア 対象学年 
      第２学年（３０名） 
    イ 単元 
      ＰＲＯＧＲＡＭ ４ With Love and with Joy 
    ウ 本時の目標 
     ・ 助動詞 must を用いた言語活動に意欲的に取り組むことができる。 

・ 助動詞 must の用い方について理解することができる。 
・ 助動詞 must を用いて対話を行うことができる。 
・ 助動詞 must を用いて初歩的な英文を書くことができる。 

    エ 指導過程 
学習内容及び活動 指導上の留意点 資料・準備 

１ あいさつをする。 
 
 
 
 
２ 語の復習テストを行う。 
 
 
 
 
 
 

・ 機械的なあいさつに終わらず，コ

ミュニケーションが行えるように個

別のあいさつを大切にする。 
・ 既習の語を用いた学校生活等に関

わる質問を取り入れる。 
・ PROGRAM 4 – Before Reading
の単語テストを行う。 

・ 家庭学習として課した内容から出

題する。（基本的な語５題） 
・ 解答後，発音練習を行い，語から句

へ，句から文へと語の使い方に慣れさ

せる。 

 
 
 
 
 
フラッシュ・カード 
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３ 新しい言語材料（must）
を用いた教師の英語を聞

く。 
 
 
 
 
 
４ ３の活動から本時の目標

を確認する。 
 
 
 
 
 
 
５ 新しい言語材料（must）
を理解し，その練習を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 新しい言語材料（must）

を用いた対話を行う。 
 
 
 
 
 
 
７ 新しい言語材料（must）

を用いた文を書く。 
 
 
 
 
 

・ 既習の語を用いる。 
・ 既習の文法事項と関連付ける。 
・ 生徒にとって身近な言語の使用場

面（朝の支度の場面・道路標識を意

識する場面）を設定する。 
・ 場面を演出する教具を用いる。 
・ 途中，英問英答を取り入れ，生徒

が参加できる内容とする。 
・ 文法上の用語そのものよりも，ど

んな場合にどんな表現を用いるのか

に着目させる。 
・ 本時の目標をワークシートに記入 

させ，意識付けを図る。  
「～しなければならない」と必

要・義務についていうときの表現

を学習しよう。 
・ ３の活動で用いたキー・センテン

ス（You must stop.）をもとに練習

を始める。 
・ キー・センテンスをもとに，パタ

ーン・プラクティスを取り入れる。 
・ 使用する語は既習で基本的なもの

を用いる。 
・ 比較的平易な文から徐々に句や連

語を伴う文にしていく。  
・ 練習で用いる語の確認を行い，スム

ーズな活動へとつなげていく。 
・ 自然な対話が行われる言語の使用

場面を設定する。 
・ 既習の語や既習の文法事項を用い

た対話の内容とする。 
・ 適切な表現で答えることに留意し

た対話の内容とする。 
・ 相手を替えて，複数の級友と対話

を行わせる。 
・ ６の対話で用いた新しい言語材料

（must）が含まれる英文をワークシ

ートに書かせる。 
・ 文全体が適切であることよりも，新

しい言語材料（must）の使い方ができ

ているかに注意して机間指導を行う。 

教具（時計） 
教具（道路標識） 

 
 
 
 
 
 

ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 

ワークシート

ヒントカード 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート 
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８ まとめ 
 
 
 
 
 

 
・ 本時で学習した新しい言語材料

（must）を整理し，ノートにまとめ

させ，本時で扱った英文を音読させ

る。   
・ 次時の語の復習テストについて予

告し，家庭学習で取り組ませる。 
・ 次時に扱う新出語について，予習

の指示をする。 

 

 
    エ 研究の内容の考察 
     ① 語の定着を図る指導の工夫 

ａ 語の指導の実際 
  語の定着を図るために行った基本的な語５題の復習テストでは，テス

ト終了後，教師が作成したフラッシュ・カードを用いて口頭での練習を

行った。フラッシュ・カードを用いることで生徒が集中して取り組むこ

とができ，練習のスピードを徐々に速めたことから生徒は意欲的に声を

出して学習活動に取り組んだ。 
  フラッシュ・カードで語のみの練習が終了したあと，練習した語を既

習の語と関連付けて短い句や文とともに表現する練習に取り組んだ。始

めは活動に慣れていなかったため，反応の早さに生徒間で差が見られた

が，回数を重ねるたびに教師のモデルを真似てスムーズに練習できるよ

うになった。生徒は句や文として練習する中で，提示されたカードの裏

に書かれた意味が確認できるようなり，しばらくすると，ほとんどの生

徒たちが意味だけを見て句や文の形で言えるようになってきた。 
  語の練習に限らず，授業では既習の語を中心に比較的運用度の高い語

を学習活動に取り入れた。そうすることで，生徒たちは，新しい言語材

料を理解し，練習を行う活動や対話をする活動に取り組みやすくなり，

声が出るようになった。 
 

【復習テストの語と練習で用いた句や文】 

woman 

 

work 

 

a pretty woman. 

I’m a pretty woman. 

People work. 

People work for their family. 

I’ll work for the family, too. 
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poor 

 

still 

 

must 

poor people, the poor 

Many people worked for the poor. 

I remember Malcom. 

I still remember his smile. 

You must study. 

You must study English.  

You must study math. 

You must study for your life. 
 

      ｂ 語の定着を図る家庭学習 
   語の復習テストを行うに当たっては，あらかじめ前時の終わりに出題

する語を生徒に伝え，家庭学習で書いて練習することを課した。確実に

出題されることが事前に分かっていることで，意欲的に事前の学習に臨

み，多くの生徒が出題された５題すべてを正確に解答することができた。 
     ② 場面に応じた適切な英文を書く指導の工夫 
      ａ 文法事項など基本的な言語材料についての指導の工夫 
        本時の文法事項の新しい言語材料は「must」の用い方である。導入

に当たっては，語を含め提示する英文等は既習で基本的なものを用いた。

さらに，理解を助け，学習内容への興味をもたせるために，場面を演出

する教具の工夫に努めた。本時では時計の模型と「止まれ」を表す画用

紙の道路標識を作成し，「must」の用い方について教師の提示する英文

や対話の例文を理解しやすくなるようにした。教具を用いたために，聞

いた内容や「must」の表す意味を想像しやすくなり，教師の質問に進

んで答える生徒が多かった。また，導入の間，教師の話や説明を一方的

に聞くのではなく，途中，英問英答を取り入れ，参加しやすい場面の設

定に心がけたために，生徒たちは集中して学習に取り組んでいた。 
 

【導入で聞き取らせた英文】 

Oh, what day is it today?  Monday.  I must work 

again. 

What time is it?  I must get up!  I must change 
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clothes. 

I must wash my face, brush my teeth, and comb my 

hair. 

I must cook breakfast.  I must eat breakfast.  We 

must eat fish, natto, tofu, and miso soup. Because they 

are good for us. 

  What do you have for breakfast? 

I must drink some milk. 

Why? 

Because milk is good for us,too. 

It’s too late!  I must go now. 

Oh, it’s raining.  I must take my umbrella. 

Oh, the signal turned to red.  I must stop. 

Oh, here’s a “STOP” sign.  I must stop here. 

In the morning, I’m very busy! 
 
      ｂ 言語の使用場面の設定 
        場面に応じた適切な英文を書かせるために，言語の使用場面を設定し

てコミュニケーションを図る活動を行った。導入では，生徒に身近な場

面である登校前の朝の支度の場面や，登下校の際によく見かける道路標

識に注意する場面を取り入れた。また，「must」を用いた対話の練習で

は，家庭生活や学校生活で馴染みのある表現を多く取り入れた。この対

話の練習で用いた「must」の英文を最終的に書かせる活動を取り入れ

たが，対話の練習で使い慣れてきたこともあり，細かいスペルの間違い

はあったものの，身近な内容を新出の「must」を用いて書いて表現で

きる生徒が目立った。 
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【対話の活動で用いた主な対話文】 
A: 
B: 
A: 
B: 
A: 

You must go to bed. 
Pardon? 
You must go to bed. 
Why? 
Because it is too late. 

  
A: 
B: 
A: 
B: 
A: 

You must read this book. 
Pardon? 
You must read this book. 
Why? 
Because it is very interesting. 

 
A: 
B: 
A: 
B: 
A: 

You must speak English. 
Pardon? 
You must speak Emglish. 
Why? 
Because this is English class. 

 
A: 
B: 
A: 
B: 
A: 

You must drink some milk. 
Pardon? 
You must drink some milk. 
Why? 
Because it is good for you. 

 
A: 
B: 
A: 
B: 
A: 

You must be quiet. 
Pardon? 
You must be quiet. 
Why? 
Because the baby is sleeping. 

 
（３） 検証授業２（平成１６年１１月） 

    ア 対象学年 
      第２学年（３１名） 
    イ 単元 
      ＰＲＯＧＲＡＭ ６ I’m Looking Forward to the Trip! 
    ウ 本時の目標 
     ・ 不定詞の形容詞的用法を用いた言語活動に意欲的に取り組むことができる。 

・ 不定詞の形容詞的用法について理解することができる。 
・ 不定詞の形容詞的用法を用いて対話を行うことができる。 
・ 不定詞の形容詞的用法を用いて初歩的な英文を書くことができる。 
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    エ 指導過程 
学習内容及び活動 指導上の留意点 資料・準備 

１ 前時の復習をする。 
① あいさつをする。 
② 小テストに取り組む。 

 
 
２ 学習のめあてをつかむ。 
① 教師の英語を聞く。 

「～する（もの，こと）」

という言い方を学習しよ

う。 
② 不定詞(形容詞的用法)
の用法について説明を聞

く。 
③ パターンプラクティス

を行う。 
 
 
３ 不定詞(形容詞的用法)の
練習をする。 
○ ３種類のカードを集め

よう。 
 
 
 
４ 不定詞(形容詞的用法)を
使って，身近なことを表現す

る。 
５ 次時の予告を聞く。 

 
・ あいさつと簡単な会話を行う。 
・ 基本的な語句をテストし，定着を図

る。 
・ 解答時に関連表現を練習する。 
 
・ ピクチャーカードを示しながら英文

を聞かせ，不定詞(形容詞的用法)の表

現を理解しやすくさせる。 
 
・ 不定詞のこの用法は、使用語句がか

なり限られるので，決まり文句を提示

し，用法に慣れさせる。 
・ 基本文や導入段階で用いた英文をも

とにパターンプラクティスを行い，不

定詞の用法に慣れさせたあと，ワーク

シートに記入させる。 
 
 
・ カードを用いて活動させることによ

り，生徒の活動意欲を高めながら，い

ろいろな語句を使って不定詞(形容詞

的用法)に触れさせることで，感覚的に

理解させる。 
・ 活動で使った表現の中から好きなも

のを選んで，ワークシートに書かせ

る。 
・ 次時は，教科書の本文の内容を学習

することを伝え，予習を課す。 

 
 

小テスト 
フラッシュ・カード 

 
 

ピクチャーカード 
 
 
 
 
 
 

ワークシート 
 
 
 
 
 

カード 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
    エ 研究の内容の考察 
     ① 語の定着を図る指導の工夫 

ａ 語の指導の実際 
  今回の授業でも継続して取り組んでいる，基本的な語句の小テストを

行った。前時に学習した内容の中から，新出の基本的で重要な語句を中

心に行ったが，事前に家庭で学習してくる指示がされていたこともあっ

て，ほとんどの生徒が正確に解答することができた。 
  テスト終了後のフラッシュ・カードを用いた練習にも生徒たちはかな

り慣れてきており，７月の検証授業の時よりもスピーディーに活動する

ことができ，明瞭で元気のよい声が出せるようになってきた。単語テス

トと，実施後のフラッシュ・カードを用いた口頭練習の継続の成果が表
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れていると感じた。 
  関連表現の練習に際しては，フラッシュ・カードの語句を既習の語と

関連付けて短い句や文の形で練習した。この活動にも生徒たちはかなり

慣れてきており，語句が実際にどのような表現をするときに用いられる

のか理解できたようである。 
  また，今回の授業で用いる語も活動全般を通じて，既習の語の中で運

用度の高い語を中心に用い，生徒の学習活動がスムーズに行えるように

配慮した。特に，他の生徒たちと対話する場面では，生徒が話しやすい

言語材料が使われる場面としたことが活発な活動へとつながった。 
      ｂ 語の定着を図る家庭学習 
        前回の検証授業以降，語の小テストに関連させて，家庭学習で語を中

心とした練習に取り組ませており，学級全体を通して，その成果が小テ

ストの結果に表れてきている。英語の学習を比較的苦手とする生徒も，

あらかじめ出題の指示がされた語の学習に意欲をもって取り組み，その

結果に自信をもちながら学習活動に取り組むことができた。 
② 場面に応じた適切な英文を書く指導の工夫 

      ａ 文法事項など基本的な言語材料についての指導の工夫 
本時の文法事項の新しい言語材料は，「不定詞（形容詞的用法）」の用

い方である。導入に当たっては，本時の授業でも，語を含め提示する英

文等は，既習事項で基本的なものを中心に用いた。不定詞を用いた英文

を初めて聞かせる際には，生徒の興味を喚起し，英文の内容を理解しや

すくするために，英文の内容を表すピクチャーカードを使った。このこ

とが，生徒が to 不定詞の新しい使い方を確認するワークシートへの記

入に役立った。また，不定詞の形容詞的用法が使われる主な名詞句を既

習事項に配慮しながら精選し，教師が提示したあとで，パターンプラク

ティスを通してまとまりのある意味として理解できるよう指導した。パタ

ーンプラクティスを通して繰り返し口頭練習を行ったために，生徒たちは

不定詞の形容詞的用法の用い方に徐々に慣れ，多くの生徒が瞬時に示され

た日本語を英語で言えるようになった。その結果，ワークシートで設定し

た用法を確認する問題に，ほとんどの生徒が正確に解答することができ

た。なお，今回の授業でも，導入の部分では，教師の一方的な説明にな

らないよう，途中，生徒が既習事項を生かしながら英語で答える場面を

取り入れた。そうすることで，生徒はより集中して学習活動に参加でき

たと思われる。 
 
【パターンプラクティスで用いた，主な不定詞の形容詞的用法】 
 something to eat（何か食べるもの） 
 something to drink（何か飲むもの） 
 something to do（何かすること） 

a book to read（読む本） 
a place to visit（訪れる場所） 
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【対話の活動で用いたカードの一部】 

      ｂ 言語の使用場面の設定 
場面に応じた適切な英文を書くことにつながるように，他の生徒に食

べたいものなどを依頼する対話の場面を設定した。この場面設定では，

単に提示された対話文を練習するのではなく，依頼する内容を自由に考

えて話すことができるようにした。実際には，対話を通して，食べ物，

飲み物及び読み物の３種類のカードを集めていく，ゲーム的な要素を用

いた活動を行った。導入で不定詞をともなった句や文の基本的な練習を

豊富に行ったことに加え，対話の活動がゲーム的な要素を含んでいたた

めに，互いに不定詞を用いた表現を使って意欲的に話そうとしていた。

この対話の活動が，次に行った不定詞を使って英語を書くことに効果的

につながった。ワークシートに設定された，不定詞を用いた英文を書く

問題では，多少，語のスペルミスはあったものの，ほとんどの生徒たち

が，正確な語順で内容が伝わる英文を書くことができた。 
 
【対話の活動で用いた対話文】 

A: 
 
 
 
B: 

I’m hungry.  Do you have anything to eat?  
I’m thirsty.  Do you have anything to drink? 
I’m free.  Do you have anything to read? 
 
Yes.  Oh, I have (     ).  Here you are. 
No.  I’m sorry.  I have nothing to eat. 
No.  I’m sorry.  I have nothing to drink. 
No.  I’m sorry.  I have nothing to read. 

                    
                                      
 
 
 
 

 
     

オ 自己評価 
      第２回の検証授業を終えて，自己評価を行ったが，その評価項目等と評価

の結果は次の通りである。 
     ① 自己評価表の内容 

【不定詞を用いて書いた英文例】 
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２年（ ）組（ ）番 氏名

今日の授業について，自分の学習活動を振り返りましょう

※それぞれの活動について，自分が当てはまると思う状況に○をつけましょう。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
学 習 活 動

よくできた だいたいできた あまりできなかった できなかった

１ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
気持ちを込めて英語であいさつができまし

たか。

２ 単語テストでは勉強の成果が出せましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ。

３ 単語の練習に一生懸命に取り組めましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ。

４ 先生の話す英語を聞き取ろうとしましたか Ａ Ｂ Ｃ Ｄ。

５ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
新しく習った表現を覚えようと練習できま

したか。

６ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
カードを集める活動では英語で会話をしよ

うと努めましたか。

７ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
カードを集める活動で新しい表現を覚える

ことができましたか。

８ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
新しい表現を使って英語を書くことができ

ましたか。

※自由に書いてください。

９
新しい表現を使って英語を書くのに，どん

な活動が役に立ちましか。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ10
今日の授業に集中して取り組むことができ

ましたか。

※自由に書いてください。

11
今日の授業のどんなところが分かりやすか

ったですか。

※自由に書いてください。

12 次の授業からのあなたの目標は何ですか。
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② 評価結果 
A（よくできた） B（だいたいできた） C（あまりできなかった） D（できなかった） 

１　気持ちを込めて英語であいさつができましたか。

12

17

2
0

0

5

10

15

20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）

２　単語テストでは勉強の成果が出せましたか。

13
11

7

0
0

5

10

15

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）
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３　単語の練習に一生懸命に取り組めましたか。

16

11

4

0
0

5

10

15

20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）

４　先生の話す英語を聞き取ろうとしましたか。

21

8

2
0

0

5

10

15

20

25

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）

５　新しく習った表現を覚えようと練習できましたか。

17

11

3
0

0

5

10

15

20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）

６　カードを集める活動では英語で会話をしようと努めましたか。
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７　カードを集める活動で新しい表現を覚えることができましたか。

14 15

2 0
0
5
10
15
20

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（人）

８　新しい表現を使って英語を書くことができましたか。
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９　新しい表現を使って英語を書くのに，どんな活動が役にたちましたか。
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10　今日の授業に集中して取り組むことができましたか。
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12　次の授業からのあなたの目標は何ですか。

16
4

3
3

2
1
1
1
1
1
1
1

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

単語を覚える

英文を覚える

集中して取り組む

英語を話すこと

テストを頑張る

先生の言っていることを理解する

暗記すること

基本文を覚える

発音をよくする

他のいろいろな表現も覚える

英語をもっと好きになりたい

文法を覚える

（人）

11　今日の授業のどんなところが分かりやすかったですか。
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     ③ 評価結果の考察 
       「１ 気持ちを込めて英語であいさつができましたか。」の項目では，

ほとんどの生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答して

いる。授業の冒頭から，生徒たちが集中して取り組もうとしている姿勢が

うかがえたが，授業のウォーミング・アップを兼ねながら，一斉に元気よ

く答えさせたり，既習の表現を用いた問いかけを個に応じて個別に与えた

りしたことが，集中力を高めることや学習しやすい雰囲気を整えることに

つながったと考える。 
       「２ 単語テストでは勉強の成果が出せましたか。」の項目では，２４

名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答している。

これは，語の定着を図るために家庭学習で語の練習を継続的に取り組ませ

てきたことによるものであると考える。しかし，７名の生徒が「あまりで

きなかった」と回答していることから，これらの生徒に対して，今後も家

庭学習の方法やその内容について個に応じた指導を継続していく必要が

ある。 
       「３ 単語の練習に一生懸命に取り組みましたか。」の項目では，２７

名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答している。

小テストの終了後に行った語の練習において，フラッシュ・カードを用い

て口頭で練習させたり，指定された時間内で覚えるまで徹底して書く練習

をさせたりする活動が，生徒の集中力と学習意欲を高めたものと思われる。  
       「４ 先生の話す英語を聞き取ろうとしましたか。」の項目では，２９

名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答している。

特に，新しい言語材料を導入する場面において，ピクチャーカードを用い

ながら英文を聞かせたことや，教師の一方的な説明に終始しないように，

英文を聞かせる活動の途中で既習事項を生かした英問英答を行ったこと

によって，生徒の集中力が持続したものと思われる。 
       「５ 新しく習った表現を覚えようと練習できましたか。」の項目では， 

２８名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答してい

る。教師があらかじめ不定詞の形容詞的用法が使われる主な名詞句を精選

し，それらを提示したあとで，パターンプラクティスを通して繰り返し口

頭練習を行わせるなど，明確な指示によって，生徒たちは新しい表現を覚

える練習に取り組みやすかったものと思われる。 
       「６ カードを集める活動では英語で会話をしようと努めましたか。」

の項目では，３０名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」

と回答している。そのうち，「よくできた」と回答したのは，２２名であ

る。これは，対話をしながらカードを集めていくというゲーム的要素を取

り入れた指導上の工夫が，積極的に英語を使って会話をしようとする活動

につながったものと思われる。この活動に入る前に不定詞に関する基本的

な練習を多く行い，生徒が不定詞の表現に慣れてきていたことも，英語で

会話をしようという意欲につながったのではないかと考える。 
       「７ カードを集める活動で新しい表現を覚えることができましたか。」

の項目では，２９名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」

と回答している。英語で会話をしようと努めた生徒のほとんどが，新しい

表現を覚えることができたと考えられる。生徒をいかに意欲的に活動させ
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るかが，指導内容を確実に理解させる上で，大切なことであると再確認で

きた。 
       「８ 新しい表現を使って英語を書くことができましたか。」の項目で

は，２７名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答し

ている。そのうち，「よくできた」と回答したのは，１５名と学級の約半

数である。英語を書くことに対して苦手意識の強かった生徒たちが多かっ

たことを考えると，望ましい成果が得られつつあると考えられる。このこ

とは，授業の中で既習の運用度の高い語を中心に用い，生徒の学習活動が

スムーズに行えるように配慮したことに加え，カードを使った対話文の練

習に意欲的に取り組ませることができたことによるものと考えられる。ま

た，実際に書かせる英文を対話の活動で用いた新しい表現にしぼったこと

も有効であったと考えられる。 
       「９ 新しい表現を使って英語を書くのに，どんな活動が役に立ちまし

たか。」の項目では，「カードを使った活動」と回答した生徒が１７名と多

い。このことは，ゲーム的要素を取り入れた学習活動について問うた「６」

及び「７」の各回答結果と関係が深いと考えることができる。実際に新し

い表現を用いて英語を書かせる指導においては，ゲーム的要素を取り入れ

て対話の活動を意欲的に行わせたり，新しい表現を覚えさせたりしたこと

が，効果的であったととらえることができる。 
 「10 今日の授業に集中して取り組むことができました。」の項目では，

２７名の生徒が，「よくできた」または「だいたいできた」と回答してい

る。これは，授業の全体を通して，教師の指示が的確に出されたことによ

るところが大きいと考える。また，用いる語や文を既習の運用度の高いも

のに精選したことや，ゲーム的な要素を取り入れた活動に取り組ませたこ

とも効果的であったと考える。さらに，導入の部分において，教師の説明

を聞くだけで終わらないよう，途中，教師の質問に英語で答えさせる場面

を取り入れたことも，生徒の集中力を高めることに効果的であったと考え

られる。 
       「11 今日の授業のどんなところが分かりやすかったですか。」の項目

においても，「カードを使った活動」が１４名と多い。不定詞の形容詞的

用法に慣れ親しませたあと，実際にその用法を使いながらゲーム的要素を

取り入れた活動を行ったことが，生徒にとって理解しやすかったと考えら

れる。 
       「12 次の授業からのあなたの目標は何ですか。」の項目では，「単語を

覚える」と回答した生徒が１６名と多い。「２」及び「３」の各質問項目

において，「あまりできなかった」と回答した生徒は，それぞれ７名と４

名であった。「単語を覚える」と回答した生徒が多かったのは，授業の全

体を通して運用度の高い既習の語を多用したり，本時に練習して使い慣れ

た語を用いて対話の活動を行ったりしたことが，対話や英語を書く活動を

スムーズに行うことにつながった。このことにより，語を確実に覚えるこ

との大切さに生徒の多くが改めて気付いたことによるものと考えられる。 
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Ⅵ 研究の成果と今後の課題 
１ 研究の成果 

  ○ 語の指導に際し，運用度の高い語を中心にフラッシュ・カードを作成し，緊張

感と集中力を保たせながら，発音の練習に取り組ませたことにより，明瞭な声で

語の発音ができるようになった。 
  ○ 語の指導に際し，語のみの指導とならないように，指導する語が用いられる句

や文で練習させたり，既習の運用度の高い語を授業の中で多用したりしたことに

より，言語活動において，語を適切に使うことができるようになった。 
  ○ 語の定着を図る家庭学習に取り組ませ，その内容について小テストを実施した

ことにより，指示された語が正確に書けるようになった。 
  ○ 文法事項など基本的な言語材料についての指導に際し，導入の段階において，

既習の関連する表現を精選して提示したり，ピクチャーカードやワークシートな

ど教具・教材の工夫を行ったりしたことにより，新出の表現の理解を深めること

ができた。 
  ○ 場面に応じた適切な英文を書かせるために，言語を使用する場面を，生徒の身

近な場面にしたり，ゲーム的な要素を取り入れて新出の表現を使用させたりした

ことにより，新出の表現を用いた英文に慣れ，その結果定着し，最終的に書ける

ようになった。 
 
２ 今後の課題 

  ○ 語の定着を図る家庭学習の取り組みにおいて，小テストなど定着を確認する活

動で十分に定着していない生徒への個に応じた適切な指導を充実すること。 
  ○ 文法事項など基本的な言語材料についての指導に際し，生徒の学習意欲を一層

喚起していくために，聞いたり読んだりする英文などの内容が想像しやすい教

材・教具を更に開発していくこと。 
○ 場面に応じた適切な英文を書く力を定着させるために，毎時間の指導において，

英文を書く活動がおろそかにならないように配慮し，毎時間書く活動の場を設定

していくこと。 
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